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2020 年度 公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会 事業報告 

（2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで） 

 

 

２０２０年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業が中止や変更を余儀なくされ

たが、公益社団法人として、グラウンド・ゴルフの普及振興を図り、もって国民の体力の向上、心身の

健全な発達と生涯スポーツの振興に寄与することを目的に掲げ、スポーツ庁、公益財団法人日本スポー

ツ協会、同加盟団体及び各関係団体・機関等との協力・連携を図り活動した。 

 

 

１． 交歓大会事業（公益目的事業） 

（１）第３３回全国グラウンド・ゴルフ交歓大会 

   ・開催地 秋田県大仙市（秋田太田奥羽グラウンド・ゴルフ場） 

   ・中止 

 （２）第１４回全国グラウンド・ゴルフレディス交歓大会 

    ・開催地 長崎県島原市（島原復興アリーナ） 

    ・中止 

 （３）第７５回国民体育大会グラウンド・ゴルフ競技会 

    ・開催地 鹿児島県霧島市（霧島市丸岡公園緑地公園） 

    ・２０２３（令和５）年度へ延期 

（４）ブロック大会 

   ・北海道・東北（岩手県）      中止 

   ・関 東（栃木県）      中止 

   ・北 信 越（福井県）      中止 

   ・東 海（三重県）      中止 

   ・近 畿（滋賀県）      中止 

   ・中 国（島根県）      中止 

   ・四 国（高知県）      中止 

   ・九 州（熊本県）      中止 

（５）第１５回ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会への協力 

    ・開催地 鳥取県湯梨浜町（グラウンド・ゴルフのふる里公園「潮風の丘とまり」） 

    ・中止 

（６）ジュニア普及事業への助成 

秋田県協会が主催するジュニア普及事業へ助成した。 
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２．指導者育成事業（公益目的事業） 

 （１）１級普及指導員＜マスター＞養成講習会（中央講習会） 

    ・受講者がＵＳＢ教材を活用した講義を視聴し、課題を作成、提出して行った。 

    ・参加者 ７５名 

 （２）２級普及指導員＜ゴールド＞養成講習会（ブロック講習会） 

    ・受講者がＵＳＢ教材を活用した講義を視聴し、課題を作成、提出して行った。 

   ・北海道・東北（宮城県）       ７２名 

   ・関 東（茨城県）       ９１名 

   ・東 海（静岡県）       ３８名 

   ・近 畿（奈良県）       ６８名 

   ・中 国（山口県）       ６４名 

    ・四 国（愛媛県）       ４３名 

   ・九 州（大分県）       ６９名 

                      合  計  ４４５名 

（４）３級普及指導員＜シルバー＞養成講習会（都道府県講習会） 

   都道府県単位で実施をしている３級普及指導員＜シルバー＞養成講習会では、１，９１１名の 

養成、認定が行われた。 

 （５）２級・３級普及指導員グラウンド・ゴルフ研修交歓大会 

・北海道・東北（山形県）      中止 

   ・関 東（東京都）      中止 

   ・北 信 越（福井県）      中止 

   ・東 海（岐阜県）      中止 

   ・近 畿（大阪府）      中止 

   ・中 国（岡山県）      中止 

   ・四 国（徳島県）      中止 

   ・九 州（宮崎県）      中止 

（６）公益財団法人日本スポーツ協会と連携し、公認グラウンド・ゴルフコーチ１を３名養成した。 

 

 

３．検査検定事業（公益目的事業） 

 （１）コースの認定 

認定コース規程に基づき、下記３コースを新規認定コースとして認定した。 

また、３０コースを更新認定した。 

第４２３号 岡山県 大芦高原グラウンド・ゴルフ場 

第４２４号 茨城県 仲良し高齢者クラブグラウンド・ゴルフ場 

第４２５号 宮城県 岡田新浜みんなのグラウンド・ゴルフ場 
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 （２）用具の認定 

用具認定規程等に基づき、下記の３社１１点を認定用具として認定した。 

 また、２社１３点を更新認定した。 

     ・アシックスジャパン株式会社     ＜クラブ３点・ボール１点＞ 

     ・株式会社ニチヨー          ＜クラブ４点＞ 

     ・羽立工業株式会社          ＜クラブ２点・ボール１点＞ 

 

 

４．その他事業（公益目的事業） 

 （１）震災復興等支援の実施 

各種事業及びグラウンド・ゴルフだよりを通して、被災地や被災された方々を支援するための

広報活動を行った。 

 （２）国際交流事業の実施 

国際グラウンド・ゴルフ連盟と連携を図りながら、北東アジア及びポーランド、スペインにお

けるグラウンド・ゴルフの普及振興に関する情報交換等の普及活動を行った。また、２０２２年

度ワールドマスターズゲームズの開催に向け、関係機関との調整等を行った 

 （３）広報・普及活動の充実 

   ①機関紙「グラウンド・ゴルフだより」の発行（年４回発行、平均約１５６，４００部） 

＜独立行政法人日本スポーツ振興センター スポーツ振興くじ助成事業＞ 

   ②ルールブックの発行（２０１８年版） 

   ③グラウンド・ゴルフダイヤモンド賞の実施 

   ④会員継続表彰の実施 

   ⑤会員証の発行 

   ⑥会員バッジの販売 

   ⑦ホームページの充実 

   ⑧「やってみようグラウンド・ゴルフ」（改訂版）の販売 

   ⑨「クラブで体操」の配布 

   ⑩普及用ポスター・チラシの配布 

   ⑪認定コース一覧の配布 

 （４）各種会議の開催 

   ①理事会の開催 

     第１回  ６月２２日（月） 決議の省略（７月 ７日）※ 

     第２回  ８月１９日（水） 決議の省略（９月 ９日）※ 

     第３回  １月２０日（水） 決議の省略（１月２７日）※ 

     第４回  ３月１５日（月） 決議の省略（３月２３日）※ 
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   ②総会の開催 

     定 時  ７月１５日（水） 決議の省略（８月 ８日）※ 

   ③各委員会の開催（文書による審議） 

     総 務 委 員 会  ６月１５日、３月５日 

     指導者育成委員会  １１月６日（写真コンクール審査委員会） 

     交歓事業委員会  ２月１９日 

     ルール等委員会  ８月２４日、１２月１４日、２月１２日 

   ④全国都道府県グラウンド・ゴルフ協会事務局ＷＥＢミーティング 

  １２月１８日（金）  

 （５）都道府県協会事業補助金 

都道府県協会が主催する事業の一層の充実を図るため、補助金を交付した。 

 （６）グラウンド・ゴルフが健康に及ぼす効果に関する研究 

グラウンド・ゴルフの今後一層の普及推進と健康増進を図るため、広く情報を提供するととも

に各種講習会等で活用した。 

 （７）第７回グラウンド・ゴルフ写真コンクール（４年に一度開催） 

「グラウンド・ゴルフの楽しさ」をテーマとする写真コンクールを開催。６１点の応募があり、

１１月６日及び１１月１７日に文書による審査委員会を実施、入選作品を決定した。 

 

 

 

※印は、新型コロナウイルス感染症予防のため、定款に基づき対処した内容を示したものである。 


